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平
成
24
～
28
年
度

玉
城
町
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定

総
務
課
（
５
８
）
８
２
０
０

基
本
理
念

　

男ひ
と

と
女ひ
と

と
も
に
活
躍
で
き
る
ま
ち

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
指

針
と
し
て
、「
玉
城
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」を
策
定

し
ま
し
た
。

　

町
で
は「
玉
城
町
第
５
次
総
合
計
画（
平
成
23
年
３

月
策
定
）」に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
、
地
域
、

職
場
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
男
女
の
不
平
等
感
が

み
ら
れ
、
男
性
が
家
事
や
育
児
に
携
わ
る
こ
と
が
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
受
止
め
ら
れ
る
傾
向
が
現
在
も
残
っ
て

い
る
な
ど
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児
」
と
いっ

た
男
女
の
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
が
依
然
と

し
て
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
尊
重
・

男
女
共
同
参
画
の
意
識
を
育
む
と
と
も
に
、
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
男
女
が
と
も
に
参
画
で
き

る
環
境
が
整
備
さ
れ
、
自
立
し
た
個
人
と
し
て
そ
の

能
力
や
個
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

計
画
の
基
本
目
標

　

計
画
の
中
で
５
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、
様
々
な
活

動
を
促
進
・
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
町
と
県
が
共
同
で
平
成
21
年
12
月

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
町

男
女
共
同
参
画
策
定
委
員
会（
委
員
長:

橘　

る
り　

さ
ん
）で
検
討
し
、
そ
れ
を
も
と
に
策
定
し
ま
し
た
。

１．男女共同参画社会を築くための意識づくり

２．男女がともに参画できる社会づくり

３．男女がともに自律して生きるための条件づくり

４．いつまでも健康で、ともに支え合うまちづくり

５．男女間のあらゆる暴力を根絶する仕組みづくり

男（ひと）と女（ひと）ともに活躍できるまち

平成２１年１２月

町男女共同参画基本計画策定
促進アンケート調査の実施

平成２３～２４年

第１～５回
町男女共同参画策定委員会

平成２４年３月

町男女共同参画計画策定

　３月29日には、町男女共同参画策定委員
会（橘委員長、藤川副委員長から辻村町長）へ
計画の答申がなされました。
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玉城町男女共同参画計画（概要版）
基 本 目 標 基 本 課 題 と 施 策 目 標 指 標

1 男女共同参画社会を築くた
めの意識づくり
　男性優遇や、「男は仕事、女は家
庭」といった性別による役割分担は、
男女双方に対し、行動を制約し個性や
能力の発揮を妨げることにつながりか
ねません。
　適切な表現の浸透、情報・知識、学
習機会を提供し、男女共同参画社会を
築くための意識づくりをめざします。

１．男女共同参画の意識啓発
（１）広報・啓発活動の推進
▪性別による固定的な役割分担意識の見直し

のための啓発
▪男女共同参画に関する講演会・講座などの開

催
▪男女共同参画に関する調査・研究、情報の収

集・提供
▪メディア・リテラシーの向上のための支援
（２）職員への男女共同参画意識の浸透
▪男女共同参画の視点に立った職場づくり
▪職員研修などの実施

２．男女共同参画に関する学習の推進
（１）教育・学習の機会の充実
▪学習の機会の充実
▪学習グループの育成・活動支援
▪人権意識の高揚
（２）学校教育などにおける男女共同参画の推進
▪男女共同参画の視点に立った保育・教育の推進
▪教育関係者、保護者への研修の推進
（３）家庭教育における男女共同参画を進める
啓発活動
▪家庭教育のための学習機会の提供

指標 現状 目標値
社会全体で男女
が平等であると答
える人の割合

18.1％ 25％

学校のなかで男女
が平等であると答
える人の割合

44.6％ 50％

町広報紙への啓発
記事の掲載回数

0回
（H23年度） ３回

男女共同参画に
関する講演会・講
座などの実施回数
および参加者数

３回
400人
（Ｈ23年度）

400人

「男女共同参画社会を築くための意識づ
くり」のために･･･

○家庭や学校、地域、職場などでの慣習が男女平等かどうか考えてみましょう。
○テレビや雑誌などの表現が男女平等かどうか考えてみましょう。
○講演会・学習会などに積極的に参加し、男女共同参画について学んでみましょう。
○子どもの男女平等意識や自立心などを育てましょう。

2 男女がともに参画できる社
会づくり
　男女の不平等感は根強く、政策や意思
決定の場への女性参画は進みつつある
ものの、その比率は低いのが現状です。
　男女がともにあらゆる分野に参画でき
る組織づくりに努め、男女共同参画社会
の機運を地域全体で高めていきます。

１．政策、方針決定過程の場への女性
の参画推進

（１）行政における政策・方針決定過程への
女性の参画の推進
▪審議会などの委員への女性の参画推進
▪性別にかかわらない職域拡大と管理職への

登用推進
（２）企業・団体などにおける方針決定過程
への女性の参画の推進
▪企業・団体などにおける方針決定過程への男

女共同参画の推進

２．地域活動への男女共同参画の推進
（１）地域づくりにおける男女共同参画の推進
▪住民活動の支援、住民活動との協働
▪地域課題への女性の参画
▪国際理解教育の推進
（２）防災・災害復興における男女共同参画の推
進
▪防災知識の普及
▪地域防災活動への男女共同参画の推進
▪男女共同参画の視点に立った防災対策の推進

指標 現状 目標値
地域のなかで男女
が平等であると答
える人の割合

30.2％ 40.2％

審議会などにおけ
る女性委員の割合

19.5％
（H23年度） 21％

女性を含む審議会
などの割合

62.5％
（H23年度） 87.5％

自治会役員におけ
る女性の割合

2.9％
（Ｈ23年度） 4.4％

PTA役員におけ
る女性の割合

36％
（H23年度） 44％

「男女がともに参画できる社会づくり」の
ために･･･

○地域活動における男女の役割分担を見直してみましょう。
○自治会やPTAなどの役職に積極的に就いてみましょう。
○地域活動団体同士が話し合いの機会を持ち、地域の課題に対してできることから取り組みましょう。
○国際交流を通じて異文化に触れてみましょう。
○自主防災組織やボランティア活動に男女でともに参加しましょう。

3 男女がともに自律して生き
るための条件づくり
　仕事と家庭生活をともに重視する
人が増える一方、女性の就労環境の
不自由さや、男性の家事や育児、地域
活動へ関わりにくさがあります。
　女性の社会参画や男性の仕事以外
の生きがいづくりなど、男女がともに
自律して生きる条件づくりをめざしま
す。

１．家庭生活における男女共同参画
の推進

（１）保育サービスなどによる子育て支援
の充実
▪多様な保育サービスの充実
▪放課後児童健全育成事業（学童保育）の充実
▪ひとり親家庭への支援
（２）地域における子育て支援の充実
▪子育てを支援する生活環境の整備
▪子育て支援活動の充実
（３）介護を担う人への支援の充実
▪家族の在宅介護の負担の軽減
▪介護保険サービスなどの質の向上
▪介護に関する情報や学習機会の提供

２．ワーク・ライフ・バランスの推進
（１）男女の雇用機会均等と待遇の確保
▪男女雇用機会均等法などの周知
▪労働相談、就労相談など各種相談窓口の情報提供
（２）就労・能力開発の支援
▪女性の就労や再就職を支援するための情報提供
▪パートタイム労働者などに対する雇用の安定と保障

のための情報提供
▪経営能力や技術向上のための情報や学習機会の提供
（３）ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた雇
用環境の整備
▪企業などとの協働による啓発活動の推進
▪就業条件と環境の整備の働きかけ
▪農業や自営業などにおける労働条件の改善のための啓発
▪家族経営協定の普及・啓発

指標 現状 目標値
職場のなかで男女
が平等であると答
える人の割合

24.1％ 30％

家庭のなかで男女
が平等であると答
える人の割合

36.4％ 40％

女性の就業率 24.0％
（H22年度） 27％

町職員の育児休
業取得割合

100％
（Ｈ22年度
女性）

100％

ファミリーサポート
センター会員数

130人
（Ｈ22年度） 200人

「男女がともに自律して生きるための条
件づくり」のために･･･

○事業主は女性の職域拡大や職場慣行の見直しなど、積極的に男女共同参画を進めましょう。
○家庭で家事や育児の役割分担などについて話し合う機会を持ちましょう。
○将来のライフステージを踏まえ、働き方や職場環境を考えてみましょう。
○相談や子育て支援サービスなど、町の支援を利用しましょう。

4 いつまでも健康で、ともに
支え合うまちづくり
豊かで活力ある高齢社会のためには、
年齢や性別への固定観念をなくし、社
会参画できる条件整備が必要です。
男女ともに心身の健康に関心を持ち、
安心して子どもを産み育てられる環境
づくり、そして、高齢者・障がいのある
人の自立と社会参加をめざします。

１．生涯を通じた身体の健康に対する支援
（１）ライフステージに応じた健康づくり支援
▪健康な身体づくりの推進と心身の問題に関す

る相談体制の充実
▪性と生殖に関する互いの意思の尊重
（２）母子保健の充実
▪妊娠・出産に関する支援
（３）健康をおびやかす問題への対応
▪エイズや性感染症の予防に関する正しい知識

の普及・啓発
▪健康をおびやかす問題への取り組み

２．高齢者や障がいのある人へのサポート
体制の充実

（１）高齢者や障がいのある人が安心して暮らせ
る基盤づくり
▪自立した生活を維持するための総合相談支援
▪高齢者や障がいのある人の生きがいづくりのための

支援
▪高齢者や障がいのある人の就労支援
▪福祉サービスの情報提供などの充実
▪日常生活支援事業の推進

指標 現状 目標値

町のがん検診受
診率

乳がん
1.7％
子宮がん
13.7％
（Ｈ22年度）

25％

認知症サポーター
養成講座受講者
数

500人
（Ｈ22年度） 750人

「いつまでも健康で、ともに支え合うまち
づくり」のために･･･

○地域や町の行事に参加し、さまざまな人とコミュニケーションをとりましょう。
○健康管理に関心を持ち、いきいきと充実した生活を送りましょう。
○互いの生涯にわたる性について理解しましょう。

5 男女間のあらゆる暴力を根
絶する仕組みづくり
　DV問題は潜在化しやすく、児童虐
待との関係やデートDVなど様々な要
素を含んでいます。
　被害の防止、被害者の保護・自立支援
への体制強化、男女感のあらゆる暴力
を根絶する仕組みづくりをめざします。

１．ドメスティック・バイオレンス（DV）
対策の推進

（１）暴力を許さない社会づくり
▪男女間のあらゆる暴力を防止するための啓発
▪あらゆる暴力に関する関連法令などの周知
（２）被害者などへの支援体制の充実
▪相談支援体制の充実
▪虐待防止ネットワーク会議の推進
▪犯罪の防止に向けた環境整備

２．セクシュアル・ハラスメント対策の推進
（１）セクシュアル･ハラスメント対策の推進
▪セクシュアル・ハラスメントの防止
▪セクシュアル・ハラスメントに関する相談窓口の充実

指標 現状 目標値
DVについて「被
害の経験がある」
（何度もあった、
１、２度あった）と
答える人の割合

10.8％ 5％

DV相談窓口につ
いて「相談窓口と
して知っていると
ころはない」と答
える人の割合

12.0％ 0％

「男女間のあらゆる暴力を根絶する仕組
みづくり」のために･･･

○人権侵害行為である暴力行為を許さない意識を持ちましょう。
○ドメスティック・バイオレンス早期発見のため、地域の見守り活動に参加しましょう。
○ドメスティック・バイオレンスやセクシュアル・ハラスメントについての学習会などに参加しましょう。



表1. 公文書請求内容別一覧
主な請求内容 件数 構成比

工事関係資料 78 44.1%
予算書 46 26.0%
入札結果 41 23.2%
名簿関係 2 1.1%
議会資料 1 0.6%
契約書 1 0.6%
下水道工事の町独自の資材単価 1 0.6%
就業規則等 1 0.6%
職員採用選考試験結果 1 0.6%
審査会関係資料 1 0.6%
水質検査資料 1 0.6%
損益計算書 1 0.6%
耐震診断結果 1 0.6%
予防接種台帳 1 0.6%

合　計 177

表2. 目的外利用届出一覧
適用業務名 使用目的など

住民名簿
（伊勢警察） 町内の外国人の確認・把握のため

平成２３年度農業
集落排水事業実施

状況調査

世帯主名簿（宮古・中角・ファーストタウ
ン中角・岩出・小社・曽根・山岡・昼田）
H23.3.31 現在

玉城町こども家庭
支援ネットワーク 転入者の経年変化を示すため

がん検診推進事業
におけるクーポン

券発送
４月２０日現在の住民基本台帳情報に基づ
き、クーポン券を発行するため

母子管理カードの
作成 出生からの健康管理を行うため。

敬老祝金 敬老祝金受給者名簿作成のため

平成２３年度公営
住宅管理実態調査
(H23.3.31 現在 )

町営住宅（城東団地６４戸、第２城東団
地２０戸）の入居世帯構成、年齢等を公
営住宅管理実態調査回答するため。

耕作放棄地・農振
農用地台帳デジタ
ル化業務（緊急雇

用創出事業）

農 用 地 利 用 計 画 図 および、作 付 情
報のデータ整備

保育業務 平成２４年度保育所入所受付のため

平成２３年度道路
管理システム

（境界立会記録）
作成登録

H23.1.1 現 在 の 土 地データ及び字 界
データ

特定健康診査事業 特定健康診査受診後の検診結果データを
字別に集計するため

女性特有のがん
検診受診勧奨

受診していない方への受診勧奨通知をす
るため

高齢者歳末安否
確認

７５歳以上のひとり暮らし高齢者の名簿を
民生委員が確認するため

検診希望調査
アンケート事業

検診希望調査の対象者の抽出及びアン
ケート用紙などの発送するため

高齢者の社会的孤
立の防止対策等に
関する行政評価・

監視調査
（三重評価事務所）

総務省の調査で必要とするため

地域支援事業の
高齢者の実態把握

民生委員と協働し、高齢者の見守りを行っ
ていくため。
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玉
城
町
の
情
報
公
開
制
度

平
成
23
年
度
請
求
件
数
は
1
7
7
件

総
務
課
（
５
８
）
８
２
０
０

ば
、
お
気
軽
に
役
場
2
階
総
務
課
へ
お

申
出
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、

写
し
の
交
付(

コ
ピ
ー)

は
、
A
3
用
紙

以
内
で
1
枚
あ
た
り
20
円
で
す
。

　

情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
制
度

に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
総
務
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
情
報
公
開
制
度
に
よ
り
広

く
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
平
成
23
年
度（
平
成

23
年
4
月
～
平
成
24
年
3
月
）
1
年

間
に
請
求
を
受
け
た
主
な
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
公
開
請
求
は
工
事
関
係
書
類
が

ト
ッ
プ
で
７８
件

　

1
7
7
件
の
請
求
が
あ
り
、
す
べ
て

を
公
開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
請
求
内
容
別
に
見
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す（
表
1
）。

●
個
人
情
報
保
護
制
度
で
は

　

16
件
を
目
的
外
利
用
許
可

　

町
の
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ

く
開
示
請
求
は
、
平
成
23
年
度
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
業
務
に
お
い
て
住
民
基
本
台

帳
上
の
情
報
を
目
的
外
に
利
用
す
る

際
の
届
出
許
可
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
件
数
が
16
件
あ
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

（
表
2
）。

●
情
報
公
開
で
公
正
で
わ
か
り
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

こ
の
制
度
は
、
町
の
保
有
す
る
情
報

の
一
層
の
公
開
を
図
り
、
そ
の
情
報
を

町
民
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町

政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
確
か
な

も
の
と
し
、
町
と
町
民
の
協
働
に
よ
る
、

公
正
で
わ
か
り
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

町
の
情
報
で
知
り
た
い
も
の
が
あ
れ
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特　

集

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

お
知
ら
せ
広
場

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ自

然
を
満
喫
！

　
ア
ス
ピ
ア
玉
城

　
　
チ
ビ
ッ
コ
ま
つ
り

町
消
防
団（
三
重
県
消

防
操
法
大
会
に
向
け
）

結
団
式

注
目
の
話
題

　

地
域
の
み
な
さ
ん
に
お
な
じ
み
と

な
っ
た「
ア
ス
ピ
ア
玉
城
チ
ビ
ッ
コ
ま
つ

り
」
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

（
５
／
３
～
５
）、
ふ
れ
あ
い
広
場
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
日
間
天

候
に
恵
ま
れ
、
お
よ
そ
１
万
人
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
、
役
場
住
民
ホ
ー
ル
で
平

成
24
年
度
三
重
県
消
防
操
法
大
会
に

出
場
す
る
選
手（
町
消
防
団
員
）の
結

団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

三
重
県
消
防
学
校（
鈴
鹿
市
）で
７
月

21
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
伊
勢
志
摩

地
域
で
構
成
さ
れ
る
県
消
防
協
会
南

勢
支
会
の
代
表
と
し
て
15
年
ぶ
り
に
出

場
し
ま
す
。

　

こ
の
日
の
式
に
は
、
伊
勢
市
消
防
本

部
、
県
、
町
関

係
者
ら
30
人
が

出
席
し
、
来
賓

の
三
重
県
消
防

協
会
南
勢
支

　

人
形
劇
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

紙
の
昆
虫
づ
く

り
、
音
楽
祭
、

玉
城
中
学
校

吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
会

な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を

は
じ
め
、
宝

さ
が
し
、
餅
つ

き
体
験
、
餅

ま
き
、
親
子

記
念
写
真
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
親

子
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
も
り
だ
く
さ
ん
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、ふ
れ
あ
い
広
場
の「
う

ま
い
も
ん
市
」で
は
、
特
産
玉

城
豚
を
中
心
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
や
焼
き
そ
ば
、
串
揚
げ
な

ど
の
店
が
軒
を
連
ね
、「
あ
そ

び
広
場
」
で
は
昔
な
つ
か
し
い

駄
菓
子
屋
コ
ー
ナ
ー
や
わ
ら
細

工
、
お
じ
ゃ
み
作
り
体
験
な
ど

子
供
た
ち
の
笑
顔
いっ
ぱ
い
の
ま

つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

会
長
、
伊
勢
市
消
防
本
部
消
防
長
、

町
議
会
議
長
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し

た
。

　

消
防
操
法
大
会
で
は
、
い
か
な
る
火

災
現
場
に
お
い
て
も
、
迅
速
、
確
実
、

か
つ
安
全
に
行
動
す
る
た
め
、
消
防
機

材
を
使
っ
て
、
標
的
を
放
水
で
倒
す
ま

で
の
所
要
時
間
や
機
敏
な
動
作
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
な
ど
を
総
合
的
に
競
い
ま
す
。

　

翌
日
、
午
後
７
時
か
ら
Ｊ
Ａ
伊
勢

玉
城
選
果
場（
勝
田
）で
繰
法
の
基
本

動
作
を
練
習
し
、
訓
練
に
励
み
ま
し

た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
大
会
の
日

ま
で
週
４
～
５
回
、
午
後
７
時
か
ら
同

場
所
で
、
県
大
会
に
向
け
た
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
雨
天
は
保
健
福
祉
会
館　

ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

　

み
な
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬

称
略
）。

松
田　

栄
二（
副
団
長
）

東
谷　

豊　
（
第
３
分
団
）

中
西　

司　
（
第
２
分
団
）

野
口　

真
司（
第
３
分
団
）

岩
木　

良
佑（
第
１
分
団
）

筒
井　

勇
仁（
第
１
分
団
）
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お
知
ら
せ
広
場
6

総
務
た
よ
り

総
務
課（
５
８
）８
２
０
０

■
防
火
防
災
訓
練
災
害
補
償
等
共
済
制
度

　

町
で
は
自
治
区
や
自

主
防
災
組
織
等
に
安
心

し
て
、
安
全
に
訓
練
を

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に「
防
火
防
災
訓
練
災

害
補
償
等
共
済
制
度
」に
加
入
し
て
い
ま
す
。

防
火
防
災
訓
練
災
害
補
償
等
共
済
制
度
と

は
？

　

町
が
防
火
防
災
訓
練
災
害
補
償
等
の
的
確
な
実
施

を
図
る
た
め
、
補
償
等
に
関
す
る
支
払
い
を
相
互
共

済
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
共
済
に
町
民
全
員
が
加
入
し
て
お
り
、
万
が

一
事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
に
は
補
償
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

補
償
と
な
る
訓
練
は
町
が
主
催
、
ま
た
は
消
防
署

に
訓
練
計
画
書
を
提
出
し
た
防
火
防
災
訓
練
で
、
訓

練
に
起
因
す
る
事
故
に
よ
り
障
が
い
を
受
け
た
場
合

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
の
事
故
が
対
象
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
玉
城
町
公
共
料
金
」

の
お
支
払
い
が
可
能
に
！

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し
て
の
支
払
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら

の
納
付
も
可
能
で
、
時
間
・
場
所
を
問
わ
ず
手
続
を

お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
費
目 

住
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自

動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
料
・
保
育
料

※
過
年
度
分
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
納
付
方
法

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド（V

isa･M
asterC

ard

）

・
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ（P

ay-easy

）

※
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
は
契
約
が
必
要

●
シ
ス
テ
ム
利
用
料　

納
付
１
件
に
つ
き
、
所
定
の

シ
ス
テ
ム
利
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
詳
細
は
納
付
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
納
付
サ
イ
ト　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.tam
aki.m

ie.jp/hpdata/
sonota/pay_easy.htm

l

■
玉
城
町
職
員
人
事　
４
月
１
日
付（　

）旧
職
名

事
務
員（
役
場
）

昇　

格
　
【
課
長
級
】

▪
産
業
振
興
課　

農
業
振
興
室
長

　
　

中
世
古　

憲
司（
同
課
同
室
長
）

税
務
住
民
た
よ
り

税
務
住
民
課（
５
８
）８
２
０
１

■「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番｣　

強
化
週
間

　

平
成
23
年
中
に
お
け
る
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関

が
救
済
手
続
き
を
開
始
し
た
人
権
侵
犯
事
件
数
は

２
２
，
１
６
８
件
で
あ
り
、
対
前
年
比
で
４
７
２
件 

(

２
・
２
％)

増
加
し
ま
し
た
。

　

事
件
の
特
徴
的
な
動
向
を
み
る
と
、
児
童
に
対

す
る
暴
行
虐
待
が
対
前
年
比
１
２
・
２
％
増
加
し

８
６
５
件
、
学
校
に
お
け
る「
い
じ
め
」に
関
す
る
件

数
は
対
前
年
比
２
１
・
８
％
増
加
し
３
，
３
０
６
件

と
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も

を
め
ぐ
る
種
々
の
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の

取
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
今
年
度
も
全
国
一
斉
に

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」強

化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

(

全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
無
料)

日
に
ち
：
６
月
２５
日(

月)

～
７
月
１
日(

日)

時　

間
：
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
７
時

場　

所
：
津
地
方
法
務
局

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

０
５
９（
２
２
８
）４
１
９
３

MasterCard 

      

Visa 

Pay-easy
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特　

集

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

お
知
ら
せ
広
場 　

お
問
合
せ
：
伊
勢
広
域
環
境
組
合（
３
７
）１
２
１
８

■
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
ブ
レ
ス
」巡
回
相
談

日
に
ち
：
６
月
６
・
20
日（
水
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

所
：
町
役
場

※
ご
希
望
の
方
は
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く
だ

　

さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

◎
被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　

被
保
険
者
証
が
ピ
ン
ク

色
か
ら
若
草
色
に
変
わ
り

ま
す
。
７
月
下
旬
に
、
若

草
色
の
被
保
険
者
証
を
郵

送（
簡
易
書
留
）し
ま
す
。

　

若
草
色
の
被
保
険
者

証
が
届
い
た
ら
、
８
月

１
日
以
降
に
ピ
ン
ク
色

の
被
保
険
者
証
を
生
活

福
祉
課
へ
返
却
す
る
か
、

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
に
つ
い
て

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て

計
算
し
ま
す
。
７
月
の
中
旬
に
保
険
料
額
と
納
付

方
法
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

〈
保
険
料
の
計
算
方
法
〉

保
険
料
額
は
被
保
険
者
全
員
が
定
額
を
負
担
す
る

｢

均
等
割
額｣

と
、
そ
の
方
の
所
得
に
応
じ
て
負
担

す
る｢

所
得
割
額｣

の
合
計
で
す
。

均
等
割
額（
３
９
，
１
２
０
円
）＋
所
得
割
額（（
総

所
得
金
額
等
ー
33
万
）×
保
険
料
率（
７
・
５
５
％
）

＝
年
間
保
険
料
額（
限
度
額
55
万
円
）

※
平
成
24
年
度
か
ら
、
保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
福
祉
た
よ
り
①

生
活
福
祉
課　
（
５
８
）８
２
０
３　
　
　
　

■
清
掃
工
場
に
持
ち

　

込
ま
れ
た
ご
み
は

　

す
べ
て
有
料
と

　

な
り
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
、
粗

大
ご
み
、
缶
・
金
属
類

等
の
無
料
域（
60
㎏
ま

で
）が
無
く
な
り
、
す
べ

て
有
料
と
な
り
ま
す
。

町
の
回
収
に
出
せ
る
物

は
町
の
回
収
場
所（
ご
み

集
積
場
）に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

１
．
手
数
料
に
つ
い
て

手
数
料
は
、
10
㎏

毎
に
１
０
０
円
を

加
算
し
、
そ
の
金

額
に
消
費
税
相
当

額（
10
円
未
満
の
端

数
は
切
り
捨
て
）を

加
算
し
た
金
額
で

す（
計
量
表
示
は
、

10
㎏
単
位
と
な
っ

て
い
ま
す
）。

▪
ご
み
重
量
は
清
掃

工
場
計
量
機
の
指
示
値
で
す
。

２
．
搬
入
経
路
の
変
更

▪
粗
大
ご
み
、
缶
・
金
属
類
等
の
無
料
域
が
な
く

な
っ
た
た
め
、
搬
入
経
路
が
変
わ
り
ま
す
。

▪
搬
入
に
あ
た
っ
て
は
係
員
の
案
内
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

６
月
下
旬
か
ら
受
診
券
等
を
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
順
次
送
付
し
ま
す
。
健
康
管
理
と

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

受
診
期
間
：
７
月
～
１１
月

受
診
場
所
：
病
院
・
診
療
所
な
ど（
詳
し
く
は
受

診
券
と
と
も
に
一
覧
表
を
送
り
ま

す
。）

自
己
負
担
額
：
５
０
０
円（
住
民
税
課
税
世
帯
の
方
）

２
０
０
円（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
）

※
５
～
７
月
中
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
は
８
月
下

旬
、
８
月
中
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
は
９
月
下

旬
に
受
診
券
等
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
問
合
わ
せ
先

　

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
業
課　
　

　
　
　
　

０
５
９（
２
２
１
）６
８
８
３
・
６
８
８
４

■「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」講
習
会
参
加
者
募
集

　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
３
８
）２
８
０
０

　

生
ご
み
か
ら
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
作
っ
て
ス
テ
キ
な
堆

肥
に
!!

日
に
ち
：
６
月
23
日（
土
）

時　

間
：
午
前
10
時
30
分
～
正
午
ま
で 

場　

所
：
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ　
　

〒
５
１
５
‐
０
５
０
５　

伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

持
ち
物
：
蓋
付
き
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱（
縦
＋
横
＋

深
さ
＝
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

定　

員
：
30
名（
１
家
族
１
名
）

(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申　

込
：
６
月
４
日（
月
）か
ら
受
付
開
始

可燃ごみ、粗大ごみ、缶・金属類等処理手数料
（料金単価は変更なし）

計量機指示値（ごみ量㎏） １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０
手数料 １００ ２１０ ３１０ ４２０ ５２０ ６３０

　料金単価は、１００円 /１０㎏（消費税含んでいません）
　料金計算　料金＝１００円 /１０㎏×重量（㎏）×５％

料 金 表

被保険者証が
変わります



町税などは、期限を守って必ず納めてください。
　●町県民税(第１期)・・・7月   2日（月）

町税など納期のお知らせ
税務住民課 （５８） ８２０１

「口座振替・クレジットカード」による継続的なお支払いをご利用ください（要手続き）
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納
付(

¼
、
½
、
¾)

と
な
り
ま
す
。

　

全
額
免
除
・
一
部
納
付
の
承
認
期
間
は
受
給
資

格
期
間
と
な
り
、
全
額
免
除
は
２
分
の
１
、４
分

の
１
納
付
は
８
分
の
５
、
半
額
納
付
は
８
分
の
６
、

４
分
の
３
納
付
は
８
分
の
７
が
将
来
の
年
金
額
に

算
入
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
免
除
に
つ
い
て
は
24
年
７
月
か

ら
25
年
７
月
ま
で
申
請
が
可
能
で
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
で
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
等
が
承
認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
付（
追
納
）す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
保
険
料
の
追
納
は
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
加
算
額
を
上
乗
せ
し
た
保

険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■「
子
ど
も
手
当
」が「
児
童
手
当
」に
変
更

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、「
子
ど
も
手
当
」が「
児

童
手
当
」に
変
わ
り
、
次
の
と
お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
目
的

　

父
母
そ
の
他
の
保

護
者
が
子
育
て
に
つ

い
て
第
一
義
的
責
任

を
有
す
る
と
い
う
基

本
的
認
識
の
下
に
、

児
童
を
養
育
す
る
者

に
児
童
手
当
を
支
給

　

障
が
い
者
基
本
計
画
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
ま
で
、
障
が
い
福
祉
計
画
は
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
期
間
で
策
定
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
増
え
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
、
安
心

感
と
尊
厳
を
持
っ
て
、
生
き
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
け
る「
共
生
社
会
」を
築
く
取
組
み
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
の
中
で
自

立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
支

援
体
制
と
、
障
が
い
の
あ
る
人
自
身
が
そ
の
能
力
を

十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
地
域
住
民
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
機
関
・
団
体
が
協
力
し
合
い
、

支
え
合
い
な
が
ら
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
共

に
生
き
る
協
働
の
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。

　
『
障
が
い
者
基
本
計
画
及
び

第
３
期
障
が
い
福
祉
計
画
』は

生
活
福
祉
課
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
は
月
額　

１
４
，
９
８
０
円
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
免
除
・

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
保
険
料
免
除
制
度

　

本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
保
険
料

納
付
が
難
し
い
と
き
な
ど
に
、
申
請
で
き
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部

生
活
福
祉
た
よ
り
②

生
活
福
祉
課　
（
５
８
）８
２
０
３

■『
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び

第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
』を
策
定

　

～
み
ん
な
で
支
え
あ
い
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

　
　
　
　
「
玉
城
が
好
き
！
」と
言
え
る
ま
ち
へ
～

　

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
平
成
12
年
の
第
１
期
計

画
か
ら
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
今
回
で
第
５
期
目

と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
高
齢
化
率
が
平
成
17
年
以
降
20
％
を
超

え
て
お
り
、
５
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
高
齢
社

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
第
４
期
計
画
で
基
本
理
念

と
し
て
掲
げ
た「
育
て
よ
う
！ 

”地
域
の
介
護
力
“」を

継
承
し
、
長
期
的
に
育
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
高
齢

者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

く
い
き
い
き
と
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
「
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
及

び
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

は
、
生
活
福
祉
課
、
ま
た
は
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■『
障
が
い
者
基
本
計
画
及
び

　

 

第
３
期
障
が
い 

福
祉
計
画
』を
策
定

　

～
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

安
心
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
～
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特　

集

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

お
知
ら
せ
広
場

町
長

    

コ
ラ
ム

　野も山も若葉の美しい季節がまいりました。み
なさんいかがお過ごしでしょうか。

　田園の水面に夕日が映り、いつもと変わらぬ
景色として安心いたします。
　平成１９年度から５ヵ年事業で実施された『農
地・水環境保全向上対策事業』では、１２組織
（１４自治区）が農地等の保全管理活動に取組
まれました。今年度からこの事業の２期目が始ま
り、５月８日には有田地区を中心とした『清(すが)
し有田佐田沖環境保全会』が設立されました。
この組織を含め５つの新規活動組織が町内で
展開されようとしています。
　全組織の農地面積を合わせると町全体の農
振農用地面積の８割（約９８０ｈａ）を超えます。
今回の新規活動で県内でもトップクラスのエリア
拡大になり、『農業集落再生』『地域住民との
絆づくり』『コミュニティーの再生』等に有効な事
業と捉えて、町としても積極的な支援をしていき
たいと考えています。

　そして同日には『三重県消防操法大会結団
式』が行われました。町消防団から６人の選手
が出場します（詳しくはＰ５のピックアップにて掲
載）。出場選手の活躍を期待するとともに、み
なさんの応援をよろしくお願いします。

　　　　　　　５月１６日　町長室にて

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
等
に
お
け
る
生
活
の
安

定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
や
か
な
育
ち
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
児
童
を
養
育
す
る
父
母
等
に
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

●
対
象

　

中
学
３
年
生（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
31

日
）ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
等
。

●
支
給
額

【
所
得
制
限
限
度
額
内
の
方
】

▪
０
歳
～
３
歳
未
満
の
児
童　

１
人
に
つ
き　

月
額　

１
５
，
０
０
０
円

▪
３
歳
以
上
～
小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童

〔
第
１
子
、
第
２
子
〕　

１
人
に
つ
き　

月
額　

１
０
，
０
０
０
円

〔
第
３
子
以
降
〕　

１
人
に
つ
き　

月
額　

１
５
，
０
０
０
円

▪
中
学
生　

１
人
に
つ
き　

月
額　

１
０
，
０
０
０
円

※
第
１
子
、
第
２
子
、
第
３
子
等
の
数
え
方
は
、
18

歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童
の
出
生
順
で
す
。

【
所
得
制
限
限
度
額
を
超
過
す
る
方
】

　

１
人
に
つ
き　

月
額　

５
，
０
０
０ 

円

※
所
得
制
限
は
平
成
24
年
６
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま

す
。

▼
６
月
以
降
も
引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
を
確
認
す
る「
現
況
届
」を
郵
送
し
ま

す
。
６
月
29
日（
金
）ま
で
に
必
ず
役
場
生
活
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
と
、

６
月
以
降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
事
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
次
回
の
支
給
は
６
月
７
日（
２
月
～
５
月
分
）を
予

定
し
て
い
ま
す
。

－ありがとう日記－
【４月17日】
　新間様から役場
庁舎敷地内にある
ティーツリーに看板
を設置していただ
きました。

【４月27日】
　鈴鹿市在住の下村喜久男様から町図書館に図書
カード（5,000円分）をいただきました



● 田　　丸：（58）3077 
● 外 城 田：（58）3925
● 有　　田：（58）4411 
● 下外城田：（58）4932

６月  ７日(木) 午前中（田丸保育所・有田保育所）
６月２０日(水) 午前中（外城田保育所･下外城田保育所)

町立保育所
園庭開放の
ご案内

６月の園庭開放 ※お問い合わせは、
　それぞれの保育所へお願いします。
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保
健
事
業
た
よ
り
①

生
活
福
祉
課　
（
５
８
）８
２
０
３

■
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
た
ら
…

無
料
が
ん
検
診
の
受
診
を
！

　

無
料
が
ん
検
診
受
診
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
年
齢
は
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

　

対
象
者
の
み
な
さ
ん
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し

ま
す（
５
月
下
旬
送
付
）。
早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

な
お
、
対
象
の
方
で
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
や

転
入
さ
れ
た
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
同
封
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
実
施
機
関
に
変
更
が

あ
り
ま
し
た（
掲
載
以
外
の
病
院
は
変
更
な
し
）。

伊
勢
慶
友
病
院　
　

･･･

診
療
日
は
月
・
木
曜
日

小
崎
外
科
産
婦
人
科･･･

閉
院
の
た
め
実
施
せ
ず

玉
石
産
婦
人
科　
　

･･･

日
曜
日
は
休
診

林
産
婦
人
科
内
科　

･･･

要
予
約　

時
間
要
確
認

本
橋
産
婦
人
科　
　

･･･

木
曜
日
は
休
診

保
健
事
業
た
よ
り
②

保
健
福
祉
会
館（
５
８
）８
０
０
０

■
定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

種
類
と
対
象
年
齢
：
表
の
と
お
り

実
施
場
所
：　
　
　

県
内
の
実
施
医
療
機
関

接
種
費
用
：　
　
　

無
料

産
業
振
興
た
よ
り

産
業
振
興
課　
（
５
８
）８
２
０
４

■
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
加
入
申
請
受
付
中
！

　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
加
入
申
請
を
受
付

中
で
す
。
申
請
書
は
、
５
月
初
旬
に
各
ご
家
庭
へ
郵

送
で
送
付
し
て
い
ま
す
。
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、

申
請
書
の
提
出
が
ま
だ
の
方
は
、
産
業
振
興
課
へ
６

月
８
日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
狩
猟
免
許
取
得
予
備
講
習
会
受
講
者
募
集

　

あ
な
た
も
狩
猟
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
狩
猟
免
許

を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

日
に
ち
：
第
１
回　

６
月
30
日（
土
）

　
　
　
　

第
２
回　

７
月
21
日（
土
）

時　

間
：
午
前
９
時
か
ら

場　

所
：
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

受
講
料
：
初
心
者
：
１
万
３
千
円

　
　
　
　

経
験
者
：
５
千
円

対
象
者
：
20
歳
以
上

　

な
お
、
三
重
県
狩
猟
免
許
試
験
は
、
津
市
で
７
月

11
日
、
７
月
22
日
、
８
月
４
日
に
開
催
の
予
定
で
す
。

　

そ
の
他
詳
し
く
は
、（
社
）三
重
県
猟
友
会　

電
話

０
５
９（
２
２
８
）０
９
２
３
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

種
類

ク
ー
ポ
ン
対
象
者

大
腸
が
ん

40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
男
女

乳
が
ん

40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
女
性

子
宮
頸
が
ん

20
・
25
・
30
・
35
・
40
歳
の
女
性

よ
く
わ
か
る
♪

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
海
外
か
ら
購
入
し
た

　「
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
」を
使
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
安
全
!?

　

日
本
で
は
、
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
は
、
視
力
補

正
用
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
同
様
「
医
療
機
器
」
と

し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
販
売
に
は
厚
生
労
働

省
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

海
外
か
ら
購
入
す
る
も
の
は
、
日
本
の
安
全

基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
使
用
に

関
し
て
危
険
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
す
る
場
合
は
、
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読

み
、
保
管
状
態
や
使
用
期
限
の
ほ
か
、
手
洗
い

な
ど
の
衛
生
面
に
は
十
分
に
注
意
を
払
い
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
目
に
異
常
や
視
力
の
低
下
な

ど
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
眼
科

医
の
診
察
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

購
入
や
、
使
用
に

関
し
て
疑
問
を
感
じ
た

ら
、
迷
わ
ず
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

《
６
月
の
相
談
日
》

日
に
ち
：
６
月
４
・
１１
・
18
・
25
日（
月
）

時　

間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　

所
：
役
場
産
業
振
興
課

三
重
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

０
５
９（
２
２
８
）２
２
１
２

消
費
生
活
相
談
室
＜２＞
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特　

集

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

お
知
ら
せ
広
場

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

内　

容
：
福
祉
施
設
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
の
活

動
啓
発
な
ど

※
詳
し
く
は
５
月
31
日（
木
）の
新
聞
折
込
み
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

日
に
ち
：
６
月
10
日（
日
）・
20
日（
水
）・
30
日（
土
）

時　

間
：
午
後
１
時
～
３
時

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

相
談
員
：
民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁

護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

日
に
ち
：
６
月
３
日（
日
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
正
午

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

内　

容
：
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
に
参
加
し
よ
う
！

※「
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
」の
会
場
内
で
行
い

ま
す
。

■
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

日
に
ち
：
６
月
15
日（
金
）

時　

間
：
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

対　

象
：
０
～
３
歳
児（
未
就
園
児
）

■
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
に
ち
：
６
月
６
日
・
20
日（
水
）

時　

間
：
午
後
４
時
～
４
時
30
分

場　

所
：
さ
く
ら
児
童
館

日
に
ち
：
６
月
13
日
・
27
日（
水
）

時　

間
：
午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分

場　

所
：
梅
が
お
か
児
童
館

対　

象
：
男
性
町
民

定　

員
：
20
人

持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
・
参
加
費
３
０
０
円
・

米
１
／
２
カ
ッ
プ

締　

切
：
6
月
18
日（
月
）

※
ご
希
望
の
方
は
、
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
教
室
の
案
内

　

 

玉
城
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

代
表
：
田
端
０
９
０（
７
０
４
５
）３
２
７
６

　

ス
リ
ム
Ｍ
Ａ
Ｘ
講
師
に
よ
る
指
導
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操・

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

改
善
体
操（
腰
痛
・

肩
凝
り
・
膝
痛
予
防
）

日
に
ち
：
毎
週
火
曜
日

時　

間
：
午
後
８
時
～
９
時

場　

所
：
中
央
公
民
館（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

内　

容
：
第
１
週
目　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

自
主
ト
レ

　
　
　
　

第
２
～
４
週
目　

Ｍ
Ａ
Ｘ
講
師
指
導

月　

謝
：
１
，
５
０
０
円

（
毎
回
は
１
回
に
つ
き
４
０
０
円
）

※
初
回
体
験
は
無
料

社
協
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会　
（
５
８
）６
９
１
５

■
元
気
で
す
た
ま
き　

ま
つ
り

～
元
気
が
つ
な
が
る
た
ま
き
～

日
に
ち
：
６
月
３
日（
日
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
２
時

種類 対象年齢

BCG 生後６カ月未満
ポリオ ３カ月～９０カ月未満

ＤＴＰ 三種混合 １期 ３カ月～９０カ月未満
ＤＴ 二種混合 ２期 １１歳～１３歳未満

麻しん
風しん

（ＭＲ）

１期 １歳～２歳未満

２期 ５歳～７歳未満で小学校就学前１年間
（平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生まれ）

３期 中学１年生相当
（平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生まれ）

４期 高校３年生相当
（平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ）

日本脳炎

１期 ６カ月～９０カ月未満
（接種が望ましい年齢は３～４歳です）

２期 ９歳～１３歳未満
※平成７年６月１日～平成１９年４月１日生まれの人は、１

期・２期ともに２０歳未満まで接種可能です。

保
健
事
業
・
食
改
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館　
（
５
８
）８
０
０
０

■
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

日
に
ち
：
6
月
22
日（
金
）

時　

間
：
午
前
9
時
30
分
～
正
午

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

内　

容
：
男
性
も
簡
単
調
理
を
し
よ
う
！

持
ち
物
：　
　
　

   

予
診
票
、
母
子
健
康
手
帳
、

健
康
保
険
証

※
町
が
配
布
し
た「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」を

よ
く
読
み
、
予
防
接
種
の
必
要
性
・
注
意
点
・
副
反

応
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
か
ら
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
任
意
接
種
の
こ
と
や
、
そ
の
他
予
防
接
種
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
保
健
福
祉
会
館
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
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公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
南
伊
勢　
（
３
７
）３
１
２
１

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
南
伊
勢
で

は
、離
職
者
の
方
々

が
早
期
に
再
就
職

で
き
る
よ
う
、
企

業
で
の
生
産
現
場

の
実
態
に
即
し
た

も
の
づ
く
り
分
野

に
特
化
し
た
標
準

６
ヵ
月
の
職
業
訓

練
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

訓
練
職
種
、
訓

練
期
間
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
最

寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
ま
た
は
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

南
伊
勢（
伊
勢
市
小

俣
町
明
野
６
８
５
）

へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

放
送
大
学　

平
成
24
年
度

第
２
学
期（
10
月
入
学
）学
生
募
集

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

０
５
９（
２
３
３
）１
１
７
０

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度
第
２
学
期（
10
月

入
学
）の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学
習
す
る
選

科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の
方
な

ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４
単
位
を

修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士（
教
養
）の
学
位
を
修

得
で
き
ま
す
。

○
１
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方
に
は『
放

送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間

　

６
月
１
日（
金
）～
８
月
31
日（
金
）

　

詳
し
く
は
、
放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

０
５
９（
２
３
３
）１
１
７
０
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
た
よ
り

伊
勢
市
消
防
本
部　

予
防
課（
２
５
）１
２
６
８

■
消
防
設
備
士
試
験（
前
期
）

甲　

種　
　

特
、
１
、２
、３
、４
、５
類　

乙　

種　
　

１
、２
、３
、４
、５
、６
、７
類

試
験
日　
　

８
月
５
日（
日
）

共
通
事
項

場　

所
：
津
市
栗
真
町
屋
町
１
５
７
７
番
地

三
重
大
学

申　

込
：
書
面
申
請
の
受
付
期
間
は
、
６
月
７
日（
木
）

～
18
日（
月
）（
受
験
願
書
は
、
各
消
防
本

部
、
消
防
署
、
各
三
重
県
県
民
セ
ン
タ
ー

防
災
室
、
三
重
県
防
災
危
機
管
理
部
消
防
・

保
安
室
、(

財)

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三

重
県
支
部
に
あ
り
ま
す
）必
要
事
項
を
記
入

し
、
財
団
法
人　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

三
重
県
支
部
宛
へ

※
但
し
、電
子
申
請
の
場
合
は
６
月
４
日（
月
）～
15
日

（
金
）ま
で

お
問
合
せ　

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部

 

〒
５
１
４‐０
０
０
２

津
市
島
崎
町
３
１
４
番
地

島
崎
会
館
１
階　
　
　

０
５
９（
２
２
６
）８
９
３
０

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
９（
２
２
５
）６
７
３
６

■
６
月
３
日(

日)~

９
日(

土)

は
危
険
物
安
全
週
間

　

気
温
が
高
く
な
る
夏
は
、
石
油
類
の
蒸
気
が
発
生

し
や
す
く
、
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
時
季
で
す
。

　

自
動
車
な
ど
の
燃
料
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
大
変
便
利
な
も
の
で
す
が
、
取
扱
い

を
誤
る
と
火
災
や
爆
発
な
ど
重
大
事
故
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
高
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
危
険

物
を
取
扱
う
と
き
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ

う
。

■
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

日
に
ち
：
７
月
１１
日（
水
）

時　

間
：
午
後
１
時
～
４
時

場　

所
：
伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目
13-

15

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

定　

員
：
１
０
０
名

講
習
区
分
：
給
油
取
扱
所

受　

付
：
６
月
６
日（
水
）～
６
月
20
日（
水
）

お
問
合
せ　

　

社
団
法
人
三
重
県
危
険
物
安
全
協
会

〒
５
１
４‐０
０
０
２

津
市
島
崎
町
３
１
４
番
地

　

島
崎
会
館
２
階　

０
５
９（
２
２
６
）８
３
７
８

入所月 訓練科名 定員 訓練期間
入所月対応
職業訓練

ガイダンス
応募締切 入所面談 入所手続き

説明会

８月
電気設備科 ２０

～8月17日（金）
～2月14日（木）

6月01日（金）
6月22日（金）
7月06日（金）

７月１９日（木） ７月２０日（金） 8月10日（金）住宅リフォーム
技術科 １５

９月 テクニカル
オペレーション科 １７ ～9月04日（火）

～2月28日（木）
6月01日（金）
6月22日（金）
7月06日（金）

8月07日（火） 8月08日（水） 8月27日（月）

１０月 溶接技術科 １５  10月02日（火）
～3月29日（金）

7月23日（月）
8月03日（金）
8月24日（金）

9月06日（木） 9月07日（金） 9月24日（月）

平成２４年度 公共職業訓練受講生募集（募集期間：７～９月）
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「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運

動
」と
は
、
仲
間
と
自
動
車

で
飲
食
店
な
ど
に
行
く
場

合
、
仲
間
同
士
や
飲
食
店

の
協
力
を
得
て
、
お
酒
を

飲
ま
な
い
人（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）を
決
め
、
そ
の

人
が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
運
動
で
す
。

【
飲
酒
運
転
等
の
罰
則
】

運
転
者
お
よ
び
車
両
提
供
者

○
酒
酔
い
運
転

　

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下

　

の
罰
金

○
酒
気
帯
び
運
転

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の

　

罰
金

酒
類
の
提
供
者
お
よ
び
車
両
の
同
乗
者

○
酒
酔
い
運
転

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の

罰
金

○
酒
気
帯
び
運
転

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の

罰
金

【
受
講
申
請
書
等
の
配
布
窓
口
】

　

受
講
申
請
書
の
用
紙
は
、
最
寄
り
の
各
消
防
本
部
、

三
重
県
防
災
危
機
管
理
部
消
防
・
保
安
室
、
各
県
民

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
社
団
法
人
三
重
県
危
険
物
安
全
協

会
で
交
付
す
る
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
勢
警
察
た
よ
り

伊
勢
警
察
署（
２
０
）０
１
１
０

■
外
国
人
の
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
の
防
止

　

現
在
、
日
本
に
は
依
然
と
し
て
約
９
～
10
万
人
の

不
法
滞
在
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
不

法
就
労
を
行
い
、
そ
の
一
部
は
近
年
深
刻
化
し
て
い

る
国
際
組
織
犯
罪
等
へ
の
関
与
を
深
め
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

不
法
就
労
を
す
る
外
国
人
は
、
日
本
の
労
働
市
場

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
風
俗
、
治
安
な

ど
の
色
々
な
分
野
で
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
、

治
安
悪
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
で
は
、
６
月
を「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月

①突然知らない会社からパンフ
レットが届く

②パンフレットの内容について興
味を抱かせる電話が後日かかっ
てくる。

　消費生活センターへお寄せいただく
相談内容で、最近、次のようなトラブ
ルが目立っています。

　パンフレットが送られてきても、決して相
手に連絡したり、申込書に記入して返送し
ないようにしましょう。
　また、かかってきた電話の内容に惑わさ
れることのないように注意をしましょう。
　これらの電話は、最近横行している『投
資詐欺』の勧誘電話です。パンフレットを送
付した会社とは別の名前の業者も関係し、

〝劇場型〟といわれる投資詐欺に発展する
事例も報告されています。
　また、「パンフレット」に代えて、「金券」や

「ちらし」などが送付されることもあります
が、これらも同様の手口で、投資詐欺の一
種です。
　投資詐欺には、立替払いや代替購入の
依頼を持ちかけられるものもあり、注意が
必要です。
　「権利」など実体がよくわからないものの
購入を勧誘されたときは、十分ご注意くだ
さい。

《被害にあわないために》
①契約の内容を理解・把握できなけれ
ば絶対に契約しない

②「高値で買い取る」と持ちかけられて
も、きっぱりと勧誘を断る

③勧誘された時点ですぐに消費者相談
窓口に相談する

　トラブルに巻き込まれてしまったり、不要
なものが送付されて電話がかかってきたな
ど不安を感じたら、迷わずに最寄の相談機
関へ相談をしてください。

【相談窓口】
●県消費生活センター

　　　　　　　０５９（２２８）２２１２
●町消費生活相談窓口（産業振興課）

　　　　　　　（５８）８２０４

消費者トラブルに
ご注意を！

間
」と
し
て
外
国
人
労
働
者
の
適
正
就
労
促
進
と
不

法
就
労
の
防
止
等
の
外
国
人
対
策
の
啓
発
月
間
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
９
日
か
ら
日
本
に
中
長
期
間
在
留
す

る
外
国
人
の
皆
さ
ん
の
新
し
い
在
留
管
理
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
観
光
目
的
で
日
本
に
短
期
滞
在

す
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
事
務
所
は
、
就
労
可
能
な
在

留
資
格
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
不
審
と
思
わ
れ
た

場
合
は
、
警
察
も
し
く
は
入
国
管
理
局
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

○
新
制
度
概
要

１　

在
留
カ
ー
ド
の
交
付

２　

在
留
期
間
が
最
長
５
年
に
延
長

３　

再
入
国
許
可
制
度
の
変
更

４　

外
国
人
登
録
制
度
の
廃
止

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」　
　
　

　
　
　
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
！
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食
中
毒
の
季
節
で
す

～
家
庭
で
で
き
る
予
防
～

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
品
の
購
入
は
？

 

★
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を

★
表
示
の
あ
る
食
品
は
消
費
期
限
な
ど

に
注
意

②
家
庭
で
の
保
存
は
？

 

★
冷
蔵
の
必
要
な
食
品
は
す
ぐ
冷
蔵
庫
へ

★
肉
・
魚
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容
器
に
入
れ
て

★
冷
蔵
庫
の
詰
め
す
ぎ
に
注
意「
７
割
く
ら
い
に
」

★
10
℃
以
下
に
な
る
よ
う
に

③
下
準
備
は
？

 

★
手
を
よ
く
洗
う（
特
に
生
食
、
魚
、
卵
を
触
っ
た
後
）

★
清
潔
な
タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
を
使
う

★
包
丁
ま
な
板
は
よ
く
洗
い
、
熱
湯
消
毒

★
生
野
菜
も
よ
く
洗
う

④
調
理
は
？

 

★
加
熱
は
中
心
部
ま
で
十
分
に

★
Ｏ
１
５
７
は
、
75
℃
、
１
分
間

の
加
熱
で
死
滅
し
ま
す

⑤
食
事
は
？

 

★
手
を
よ
く
洗
う

★
調
理
後
の
食
品
は
早
い
目
に
食
べ
る

◎
Ｏ
１
５
７
は
、
室
温
で
も
15
～
20
分
で
２
倍
に
増
え
ま

す⑥
残
っ
た
食
品
は
？

 

★
清
潔
な
容
器
に
保
存

★
温
め
直
す
と
き
も
十
分
に
加
熱

★
時
間
が
た
ち
過
ぎ
て
た
ら
捨
て
る

ち
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

家
庭
裁
判
所
調
査
官
は
、
家
庭
裁
判
所
の
家
事
調

停
や
家
事
審
判
等
の
手
続
に
お
い
て
、
心
理
学
、
社

会
学
、
教
育
学
な
ど
の
行
動
科
学
の
知
識
や
技
法
を

活
用
し
、
子
ど
も
に
会
っ
て
そ
の
気
持
ち
を
聴
く
な
ど

し
て
、
子
ど
も
の
福
祉
に
配
慮
し
た
適
切
な
解
決
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

早
け
れ
ば
平
成
25
年
１
月
に
も
施
行
さ
れ
る
家
事

事
件
手
続
法
に
は
、
調
停
や
審
判
の
手
続
に
お
い
て
、

子
ど
も
の
意
思
を
把
握
す
る
よ
う
に
努
め
、
そ
の
意

思
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
気
持
ち
を
聴

く
」
と
い
う
家
庭
裁
判
所
調

査
官
の
役
割
は
、
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

　
（
２
７
）５
１
４
８

日
に
ち
：
6
月
28
日（
木
）

受　

付
：
午
後
1
時
～
3
時

場　

所
：
伊
勢
庁
舎（
相
談
室
1
）

内　

容
：
精
神
科
医
：
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談

※
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所　

地
域
保
健
課
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

　

個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

三
重
労
働
局
雇
用
均
等
室

０
５
９（
２
２
６
）２
３
１
８

　

三
重
労
働
局
で
は
、
月
１
回
、
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
上
の
さ
ま
ざ
ま
疑

問
や
相
談
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
相
談
費
用
は
無

料
で
す
。

日
に
ち
：
毎
月
第
３
木
曜
日

時　

間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　

所
：
三
重
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　
　
　
　
（
津
市
島
崎
町
３
２
７‐２

津
第
２
地
方
合
同
庁
舎
３
階
）

電　

話
：
０
５
９（
２
２
６
）２
１
１
０

内　

容
：
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
な
ど
に
関
す
る

各
種
相
談

・
パ
ー
ト
と
正
社
員
と
の
知
遇
バ
ラ
ン
ス

・
正
社
員
へ
の
転
換
な
ど

　

※
随
時
、
個
別
に
相
談
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
調
査
官
に
つ
い
て

津
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　

０
５
９（
２
２
６
）４
１
７
１

■
子
ど
も
の
気
持
ち
を
聴
く

　

近
年
、
離
婚
後
に
父
母
が
子
ど
も

と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
を
め
ぐ
っ

て
対
立
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
福
祉
に
沿
っ
た
解
決

を
図
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
気
持
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●購入図書
　東野圭吾「ナミヤ雑貨店の奇蹟」、葉室麟「いのちなりけ
り」、湊かなえ「サファイア」、誉田哲也「ヒトリシズカ」、さ
だまさし「かすてぃら」、フェルディナント・フォン・シーラッハ

「犯罪」、宮下奈都「誰かが足りない」、吉沢久子「前向き。」、
高森顕徹「なぜ生きる」、有川浩「三匹のおっさんふたたび」、
平川克美「俺に似たひと」、今野敏「罪責」、デイビッド・セイ
ン「日本人のちょっとヘンな英語」、吉田太一「孤独死」、蛇
蔵・海野凪子「日本人の知らない日本語３」、加藤諦三「言い
たいことが言えない人」、五木寛之「新・幸福論」

実　 用
　白澤卓二「１００歳まで病気知らずでいたければ『発酵食』を食
べなさい」、加藤義松監修「おいしい野菜づくり７０種」、南雲
吉則「５０歳を超えても３０代に見える生き方」、幕内秀夫「もっ
と変な給食」、高取しづか「時間のルール」、横山光昭「子ども
にお金をかけるのは、やめなさい」、主婦の友社編「発達障害
を持つ子どもの心ガイドブック」、メイツ出版「東海タダで楽し
む子連れおでかけガイド」

児童書
　主婦の友社「頭のいい子を育てるおはなし３６６」、戸部けいこ

「光とともに・・・」、粟生こずえ「一期一会シリーズ」、北岡明
佳「トリックアート図鑑」、米川千嘉子「ちびまる子ちゃんの暗誦
百人一首」

絵　 本
　夏目漱石「吾輩は猫である」、小泉八雲「津波！！命を救った稲
むらの火」、のぶみ「あたし、パパとけっこんする！」、平田昌広「あ
りがとう！きゅうしょく」、ピーター・スピアー「雨、あめ」、中川
ひろたか「かえってきたカエル」、長谷川義史「まわるおすし」、
ゆきのゆみこ「わんぱくだんのどろんこおうこく」
この他、多数揃えました。ぜひご利用ください。
　読みたい本のリクエストがありましたら下記までお願いします。

（予算、内容に照らし、購入を検討させていただきます。）

～新着図書のお知らせ～
　アジサイが色づきはじめたこの時期、植物がたっぷり
と水分を蓄え、イキイキするのと同じように、様々な本
との出会いで、みなさんの心も潤うといいですね。
　玉城町図書館では、旬の本・話題の本を取り揃え、皆
さんのご来館をお待ちしています。どうぞご利用くださ
い。なお、新規でご利用の方は図書カードの登録が必要
です。（身分証明書をご持参ください）

図 書 館 だ よ り

○問合せ先　玉城町図書館　℡ （58）8212

自
然
災
害
時
の
対
処
法

中
部
電
力　

伊
勢
営
業
所　
　
　
　

０
１
２
０（
９
８
５
）３
３
０

【
台
風
の
場
合
】

○
飛
散
物
の
防
止
に
ご
協
力
を
！

　

強
風
に
よ
る
飛
散
物
で
電
線
が
切
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
飛
散
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
し
っ
か
り
と
固
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
切
れ
た
電
線
を
発
見
し
た
ら
！

　

感
電
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
絶
対
に
触
ら
ず
、

中
部
電
力
ま
で
ご
連
絡
を
願
い
し
ま
す
。

○
避
難
す
る
場
合
は
！

　

漏
電
に
よ
る
火
災
を
防
止
す
る
た
め
、
避
難
前

に
ブ
レ
ー
カ
ー
を「
切
」に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
雷
の
場
合
】

○
雷
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
り
出
し
た
ら
！

　

落
雷
で
家
電
製
品
が
損
傷
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
万
一
に
備
え
て
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ

グ
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

※
も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
懐
中
電
灯
・
充
電
非
常

灯
や
ロ
ウ
ソ
ク
な
ど
を
備
え
、
家
族
全
員
が
わ
か

る
よ
う
に
し
て
お
く
と
、
い
ざ
と
な
っ
た
時
で
も
慌

て
ず
安
心
で
す
。

中
部
電
力　

伊
勢
営
業
所

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０（
９
８
５
）３
３
０

座談会にでてみませんか ?
参加者随時募集中！ 

「美
うま

し国おこし・三重」

　玉城町では、「美
うま

し国おこし・三重」の取組の一環
として、地域を元気にする取組をみんなで考える場、

「座談会」を定期的に開催しています。
　地域づくりに参加してみたい、話を聞いてみたい、
いろんなグループと連携したい・・・と思っている皆さ
ん、ぜひご参加ください。
　日程など詳しくは、お問合せください。

■主　催：「美
うま

し国おこし・三重」実行委員会
　　　　　電話059（224）2644
■問合せ：玉城町産業振興課
　　　　　電話（58）820４



◆ 子育て支援＆保健事業カレンダー ◆

●人口　15，342人（－25人）

　▪男　　7，529人（－15人）
　▪女　　7，813人（－10人）

●世帯数　５，２３４　（－２世帯）

　（　）は４月１日以降の増減
（平成２４年４月３０日現在）

人のうごき

16だれもが安心して、元気に暮らせるまち ふるさと玉城　2012-6

　　子育て　　　　　　　  保健福祉会館（58）8000　  

日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考

6月5日(火） ぴよぴよ
サロン 10:30～11:30 保健福祉会館 ベビーマッサージ

(要予約）
生後2カ月～6カ
月のお子さん 要

6月12日（火） 1歳の
ひろば 10:30～11:30 保健福祉会館 サーキットあそびをしよう 1歳のお子さん ―

6月19日（火） はいはい
サロン 10:30～11:30 保健福祉会館 ママのリンパマッサージ・わ

らべうたあそび・絵本

生後7カ月～
11カ月のお子
さん

ー

6月25日（月）
2歳児の
お子さん
集まれー！

10:30～11:30 保健福祉会館 七夕かざりをつくろう 2歳・3歳の
お子さん ―

毎週月曜日 
　～金曜日

子育て支援
タイム

「にこにこ」
10:00～15:00 保健福祉会館 

（幼児児童福祉室）

こどもたちが、自由に遊び
ながら、親子、親同士が楽
しくふれあう場です。
また子育ての不安や悩み
の相談にも応じます。ま
た、第１金曜日は、「すくす
く測定日」です。身体計測
ができます。

子育て中の親
子（おじいちゃ
ん・おばあちゃ
んも大歓迎）

― 土・日・祝日は
休み

保健（母子）　　　　　保健福祉会館（58）8000　

日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考

6月06日（水） 
　  21日（木） 子ども相談

6日
10:00～12:00
21日
10:00～17:00

                   頃

保健福祉会館 臨床心理士による育児相
談・必要に応じて発達検査

乳幼児、小中学
生のお子さん
と保護者

― 該当児には個人
通知します。

6月13日（水） 3歳児健康
診査

12:50～13:20
(受付時間) 保健福祉会館 小児科健診・歯科健診・ 

身体計測・検尿・問診など

Ｈ20 .12 .1～
H21.1.31
生まれのお子さ
ん前回未受診
のお子さん

― 該当児には個人
通知します。

6月14日（木） ７カ月児
相談

13:00～13:15
(受付時間) 保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会
さんの絵本の読み聞かせ・
身体計測・問診・離乳食の
相談・育児相談

Ｈ23.10.16～
11.15
生まれのお子さ
ん前回未受診
のお子さん

― 該当児には個人
通知します。

6月14日（木） 
　  28日（木） 乳幼児相談

14日
10:00～11:30
28日
10:00～11:30
13:00～14:30

保健福祉会館

身 体 計 測・離 乳 食 や 子
育て全般に関する相談 
助 産 師 のおっぱい相 談

（28日のみ）

生後2カ月～
未就園のお子
さん

―

おっぱい相談の
み要予約。
母子手帳をお持
ちください。

６月27日（木）
離乳食教室 
（中期～
完了期）

10:20～11:30 保健福祉会館 離乳食についての講話と 
試食・絵本の読み聞かせ

生後8カ月から 
1歳6カ月まで
のお子さん

要 母子手帳をお持
ちください。

保健（成人）　　　　　生活福祉課　（58）8203　

日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考

6月06日（水） 健康相談 9:30～10:30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康に
関する相談

40歳
以上の方 ― ―



●坪内孝太様・長井伸二様・和泉孝治様・濱田則之様・荒木工様・大名幸一様
ほか22名の方から、総額31万円のご寄附をいただきました。

※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。
※「ふるさと応援寄附金」については町ＨＰで紹介しています。

ふるさと応援寄附金
（4/1～ 4/30）

ありがとう手帖♥
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特　

集

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

お
知
ら
せ
広
場

　

田
ん
ぼ
の
稲
が
雨
の
中
で
た
た
ず
ん
で
い
る
様
子

が
、
し
っ
と
り
と
し
て
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
夏

に
向
か
い
し
っ
か
り
力
を
蓄
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

さ
て
、
今
月
は
「
赤
ち
ゃ
ん
の
遊
び
」
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
４
月
の
「
は
い
は
い
サ
ロ

ン
」で
は
、
こ
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
し
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ

ん
は
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
、

身
体
を
思
う
よ
う
に
動
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
手

や
指
が
器
用
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
生
ま

れ
た
と
き
か
ら
音
や
声
を
聞
い
た
り
、
物
を
目
で
追
っ

た
り
し
て
人
や
物
を
確
か
め
る
遊
び
を
し
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
生
活
自
体
が
遊
び
な
の
で
す
。

　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
は
発
達
が
著
し
い
た
め
、
遊

び
の
内
容
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
発
達

に
あ
っ
た
遊
び
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
体
も

心
も
健
や
か
に
成
長
し
ま
す
。
２
歳
で
楽
し
め
る
遊

び
を
８
ヵ
月
の
子
ど
も
に
さ
せ
て
も
楽
し
め
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
パ
パ
や
マ
マ
を
は
じ
め
ま
わ
り
の
大

人
た
ち
は
、
子
ど
も
の
発
達
を
よ
く
見
て
、
こ
の
時

期
に
楽
し
め
る
の
は
ど
う
い
う
遊
び
か
見
極
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
む
ず
か
し
く
書
き
ま
し
た
が
、
た

い
て
い
は
子
ど
も
が
今
楽
し
め
る
遊
び
を
見
つ
け
て
き

ま
す
の
で
、
ご
心
配
な
く
。
子
ど
も
が
楽
し
ん
で
い

る
こ
と
を
見
つ
け
た
ら
、
上
手
に
関
わ
っ
て
や
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
子
ど
も
が
遊
び
の
主

役
で
あ
る
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。

　

よ
く
遊
ん
で
い
る
と
発
達
に
プ
ラ
ス
に
な
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
遊
ん
で
い
る
最
中
は
子
ど
も
が
プ
ロ

セ
ス
を
楽
し
ん
で
い
る
か
ど
う
か
、
遊
ん
で
い
る
時
間

が
充
実
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
大
切
で
す
。
発
達
に

プ
ラ
ス
に
な
る
の
は
、
お
ま
け
だ
と
考
え
て
く
だ
さ
い

ね
。
自
分
が
し
た
こ
と
に
対
し
て
反
応
が
あ
っ
た
と
い

う
経
験
が
、
自
分
が
外
界
に
関
わ
る
こ
と
で
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
、
自
分
が
何
か
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
達
成
感
や
満
足
感
に

つ
な
が
り
ま
す
。
遊
び
を
通
し
て
達
成
感
や
満
足
感

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て「
も
っ

と
や
っ
て
み
た
い
」「
次
は
こ
ん
な
こ
と
が
し
て
み
た

い
」と
い
う
意
欲
も
生
ま
れ
ま
す
。
意
欲
は
、
教
え
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
経
験

の
中
か
ら
学
ん
で
い
く
も
の
で
す
。
遊
び
の
中
で
感

じ
る
気
持
ち（
楽
し
い
・
悔
し
い
・
で
き
た
な
ど
）を
バ

ネ
に
子
ど
も
た
ち
が
次
の
活
動
に
向
か
っ
て
い
く
力
を

育
て
て
い
く
こ
と
が
、
遊
び
の
も
っ
と
も
大
切
な
テ
ー

マ
で
す
。

　

こ
ど
も
に
い
か
に
経
験
を
積
ま
せ
て
い
く
か
、
よ

り
た
く
さ
ん
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、

ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。
子
ど
も
の
目
線
に
な
っ
て
子
ど
も

と
一
緒
に
大
人
も
楽
し
ん
で
遊
び
ま
し
ょ
う
！
！

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

に
こ
に
こ
ち
ゃ
ん
ね
る

に
こ
に
こ
ち
ゃ
ん
ね
る

子
育
て
総
合
支
援
室　
（
５
８
）８
０
０
０

地場産品
販売処

度会郡玉城町勝田 4015-1（旧勘兵街茶屋）

営業時間 9：30～17：30 この販売所は玉城町商工会が
運営しています。

0596-58-9375TEL

たまき地場産品販売処
毎週日曜日は、楽しいイベント盛りだくさん！

６月イベント情報
6/10（日）　親子で楽しく、てるてる坊主づくり
6/17（日）　父の日イベント「お父さんへプレゼントしよう」
6/24（日）　ホカホカ！新じゃが 試食会
7/  1（日）　みんなで節電！うちわをつくろう

「絵てがみ展」　玉城町若菜会　佐藤さんほか
※出品者・ギャラリー利用者を募集中 ！  詳しくは商工会（☎58-3211）まで

城 ギャラリー（６/1 ～６/30）
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十
九〈
く
ち
な
わ　

異
聞
〉　

そ
の
二

　

こ
の
大
蛇
騒
動
は
、
と
ん
で
も
な
い
狂
言
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も

し
、
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
何
と
も
呆
気
な
い
幕
切
れ
で
終
わ
っ
た
話
で
あ

る
。
下
積
み
の
足
軽
が
お
偉
方
に
一
杯
食
わ
せ
て
、
日
頃
か
ら
積
も
る

鬱
憤
を
晴
ら
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
受
け
止
め
ら
れ
る
読
者
も

あ
る
と
思
う
が
、
別
の
受
け
止
め
方
も
あ
る
。

　
　
つ
ま
り
、
大
蛇
出
現
肯
定
論
で
あ
る
。

　

先
ず
、
そ
ん
な
に
太
い
長
い
蛇
が
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
可

能
性
は
十
分
に
あ
る
。
当
時
は
、
お
城
の
裏
山
の
古
井
戸
へ
猪
が
落
ち

こ
ん
だ
こ
と
や
、
狩
り
に
行
っ
た
久
野
当
主
が
日
本
鹿
を
生
け
捕
り
に
し

て
持
ち
帰
り
、
裏
山
へ
放
し
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。
又
、
鍋
鶴
が
城

の
平
地
に
舞
い
降
り
た
と
か
、
恐
ろ
し
い
話
で
は
山
地
だ
け
で
な
く
、
田

丸
の
町
辺
り
を
病
狼（
狂
犬
病
に
罹
っ
た
オ
オ
カ
ミ
）が
四
、五
匹
連
れ
立
っ

て
、
う
ろ
つい
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
人
が
分
け
入
って
行
か
な
い
山
の
な

か
に
は
、
ウ
サ
ギ
や
瓜
坊（
猪
の
子
）が
、
や
た
ら
と
住
ん
で
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
人
の
気
配
の
し
な
い
頃
合
い
を
感
じ
取
って
、
目
的
の
藪
へ

分
け
入
り
、
走
り
回
って
い
る
小
動
物
を
四
、五
匹
丸
呑
み
に
し
て
、
後

は
、石
垣
の
中
に
作
っ
た
窪
み
で
昼
寝
宜
し
く
、と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
お
れ
ば
、

何
時
ま
で
で
も
生
き
延
び
ら
れ
る
し
、
体
も
大
き
く
な
る
筈
で
あ
る
。

　
一七
四
０
年
、
今
か
ら
二
百
七
十
年
も
昔
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
メ
ダ

カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
が
絶
滅
危
惧
種
に
な
り
そ
う
な
現
代
に
生
き
て
い
る
読
者

の
皆
さ
ん
が
平
成
時
代
の
感
覚
で
、
こ
の
話
を
受
け
止
め
て
は
、
こ
の
話

は
、
誇
大
妄
想
狂
患
者
の
話
だ
と
、
簡
単
に
一
笑
に
付
し
て
終
わ
り
で

あ
る
。

　

筆
者
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、「
鬱
憤
晴
ら
し
」の一
種
で
は
と
受

け
止
め
た
い
。

　

足
軽
達
は
、
お
城
内
で
は
二
ノ
御
門
の
門
番
を
し
た
り
、
若
山
へ
の

現
金
の
送
達
に
関
与
し
て
い
た
と
い
う
。
何
れ
に
し
て
も
、
上
役
の
煩
い

指
示
に
従
って
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
し
の
失
策
で
も
叱
責
さ

れ
る
。
何
時
も
平
身
低
頭
ば
か
り
で
あ
る
。
自
分
た
ち
は
、
出
自
が

た
ま
た
ま
百
姓
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
肩
身
の
狭
い
思
い
を
毎
日
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
反
し
て
、
門
前
を
大
小
を
腰
に
し
、
肩
で
風
を
切
って
行
き
来

す
る
上
役
に
は
、
割
り
切
れ
な
い
感
情
を
抱
い
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
上

役
への
反
発
が
芽
生
え
る
。
そ
し
て
、一
種
の
ガ
ス
抜
き
現
象
が
起
き
る
。

そ
れ
が
、
こ
の
蛇
騒
動
で
あ
る
。

　
『
田
丸
城
古
記
抜
書
』に
は
、
足
軽
等
の
軽
輩
が
城
内
で
犯
し
て
し

ま
っ
た
失
策
が
、
色
々
記
録
さ
れ
て
い
る
。
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
よ
う

な
こ
と
で
は
な
く
、
軽
率
な
態
度
が
引
き
起
こ
し
た
単
純
ミ
ス
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
門
番
を
し
な
が
ら
、
門
前
を
明
る
く
す
る
た
め
、
灯
し
た

提
灯
を
燃
や
て
ボ
ヤ
を
出
し
た
り
、
居
眠
り
を
し
て
い
て
、
二
の
御
門

前
を
通
行
す
る
諸
士
に
た
た
き
起
こ
さ
れ
た
り
、
と
に
か
く
問
題
の
多

い
、
お
勤
め
番
で
あ
っ
た
。
昼
下
が
り
の
寝
ぼ
け
眼
で
は
、
尺
余
の
蛇
も

三
間
の
長
さ
に
見
え
た
事
で
あ
ろ
う
と
揶
揄
す
る
人
も
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
約
半
年
後
の
事
。
次
郎
右
衛
門
日
記
の
十
二
月
二
十
一日
の

部
に
、
妙
な
話
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤

　
「
足
軽
渡
部
小
右
衛
門
、
度
々
相
煩
い
ご
奉
公
勤
め
ず
罷
り
あ
り
候
。

前
よ
り
、
不
心
得
ニ
罷
り
あ
り
、
我
が
儘
な
る
事
な
ど
を
申
す
故
、
小

頭
や
仲
間
の
者
共
、
度
々
異
見（
意
見
）な
ど
、
仕
り
候
由
ニ
御
座
候
得

ど
も
、
確
と
用
い
申
さ
ず
由
ニ
御
座
候
。
そ
れ
ゆ
え
、
御
人
少
な
ニ
御

座
候
て
も
、
若
山
へ
御
飛
脚
ナ
ド
、
そ
の
他
の
御
用
ニ
遣
わ
す
こ
と
も
、

小
頭
は
申
し
つ
け
ず
、御
門
番
ば
か
り
ニ
出
し
候
様
子
ニ
御
座
候
。
常
々

不
勝
手
ニ
罷
り
あ
り
、
衣
類
等
ま
で
見
苦
し
く
御
座
候
故
、
こ
れ
な
ど

の
こ
と
も
、
小
頭
ど
も
か
れ
こ
れ
世
話
致
し
候
由
ニ
御
座
候
。
右
の
通

り
ニ
御
座
候
得
ば
、
末
々
ご
奉
公
取
り
続
け
勤
め
申
す
べ
く
者
ニ
は
相

見
え
申
さ
ず
候
。
―
略
―

￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤
￤

　

ど
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
病
魔
に
取
り
つ

か
れ
た
か
。
気
の
毒
で
あ
る
。

　
『
古
記
抜
書
）の
、
元
文
六
酉
年
二
月
の
部

に
、「
渡
部
小
右
衛
門
乞
食
同
様
の
行
跡
ニ
付
き
、

御
暇
下
さ
れ
、
御
城
下
徘
徊
致
さ
ざ
る
様
仰
せ

付
け
ら
る
。」と
あ
る
。【

提
供
者
　
加
納
利
和
】
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19 だれもが安心して、元気に暮らせるまち ふるさと玉城　2012-6

5月25日～6月24日たまきチャンネル

○番組に関するお問合せ…
役場総務課　電話（58）8200

○放送に関するお問合せ…
㈱アイティービー　電話　（27）0700

注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

CATV
123ch

ビデオレポート（毎週土曜日更新）

文字情報『ちょっとたまき』(毎週土曜日更新)
※４月２８日から文字・音楽のみの情報となります

【5月26日】
　　　　　▪旬感みえ（ミエＴＶ：玉城町）
　　　　　▪３歳児のあそび（外保）
【6月  2日】
　　　　　▪初任者訓練（町消防団）
【6月  9日】
　　　　　▪運動会（田小）
【6月１6日】
　　　　　▪保育所の様子

特別番組（毎月1・16日更新）
【6月 1日～15日】
　　　　　▪平成23年度青少年を育てる会講演会（再）
【6月16日～31日】
　　　　　▪未定

知っ得、納得（毎月5・20日更新）
【6月 ５日～7月 5日】

【6月２０日～7月20日】

年金免除申請（生活福祉課）

特定健診（生活福祉課）

議会放送(終了まで)
町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前9時から再放送をします。

時 内　　　容
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玉城オリジナル健康体操①
知っ得、納得①
ちょっとたまき①
玉城オリジナル健康体操②
知っ得、納得②
ちょっとたまき②
ビデオレポート①
ビデオレポート②
玉城オリジナル健康体操①②
知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート①②
特別番組
ビデオレポート①②
特別番組
玉城オリジナル健康体操①②
知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
特別番組
ビデオレポート①②
特別番組
玉城オリジナル健康体操①②
知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート①②
特別番組
玉城オリジナル健康体操①②
知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
番組終了
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2

6

10

0
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9
議会放送

（議会終了まで）
当日録画

議会放送
（議会終了まで）
閉会後再放送

た ま き チ ャ ン ネ ル プ ロ グ ラ ム

町内（自治区主催）の行事やイベントなど取材依頼をお待ちしています。
日にち・時間・場所・連絡先をお伝えください。



ま ち か ど 掲 示 板

診 療 時 間 午前8時45分～正午
午後3時～5時

受 付 時 間 午前8時～11時45分
（皮膚科は11時30分まで）
午後2時30分～4時45分

総合相談窓口 面談 　受付でお申込みください。
電話相談　午前９時～午後4時　（58）3039

ご 案 内 ①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
②学会等の都合により担当医および診療曜日が変わることがあり
　ます。

■玉城町役場
TEL 58-8200 FAX 58-4494

●総務課 TEL 58-8200
●税務住民課 TEL 58-8201
●生活福祉課 TEL 58-8203
●産業振興課 TEL 58-8204
●建設課 TEL 58-8205
●上下水道課 TEL 58-8207
●出納室 TEL 58-8210
●議会事務局 TEL 58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）
TEL 58-8212 FAX 58-7588

休日・夜間当直室 TEL 58-8213

■梅がおか児童館
TEL 58-8345 FAX 58-8346
■いなほの郷児童クラブ室
TEL 58-3956 FAX 58-3956
■つつじが丘児童クラブ室
TEL 58-7699 FAX 58-7699
■中央公民館
TEL 58-6331 FAX 58-7755
■アスピア玉城
●玉城ふれあいの館
TEL 58-8800 FAX 58-8801
●ふるさと味工房アグリ
TEL 58-8686 FAX 58-8687
■社会福祉協議会
TEL 58-6915 FAX 58-6916
■元気バス TEL 58-8181

■玉城病院
TEL 58-3039 FAX 58-7299
■ケアハイツ玉城
●介護老人保健施設
TEL 58-3770 FAX 58-3790

●居宅介護支援事業所 TEL 58-8822

■健康管理センター（地域包括支援センター）
TEL 58-7373　FAX 58-7625
■保健福祉会館（子育て総合支援室）
TEL 58-8000 FAX 58-8688
■さくら児童館
TEL 58-8527 FAX 58-8528

●訪問看護ステーション TEL 58-8117●訪問介護ステーション

伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児科）の案内
住　　所：伊勢市八日市場町13-1伊勢市福祉健康センター内　電話番号：0596－25－8795
診 療 日：平日夜間、日曜、祝日
診療時間：昼間　午前10時～正午・午後1時～5時　　夜間　午後7時30分～10時
三重県地域救急医療情報センターコールセンター：電話0596－28－1199

放射線技師
看護師・看護助手募集中！！
※詳しくは玉城病院へお問合せください。
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福祉会館まで

有 料 広 告 有 料 広 告

玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。住民票、所得証明、各種申請、相談などにご利用ください。

玉城町国民健康保険玉城病院（58）3039診療内容のお知らせ

夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足とレントゲン・検査ができないため、お断りしていますのでご了承ください。

月 火 水 木 金曜日
診療科目

午前
8：45～
12：00

午後
3：00～
5：00

内　　科

外　　科

整形外科

特殊外来

内　　科

外　　科

整形外科

※ 三重大学
循環器内科 循環器内科 三重大学

循環器内科 ※

休診

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 沖上 総合診療

本泉院長
総合診療
本泉院長

矢田 矢田 関口 矢田 矢田
三重大学
皮膚科

9：00～12：00

三重大学
眼科

9：00～11：30
※ ※

三重大学
外科

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長 沖上 総合診療

本泉院長
矢田 矢田

※外科担当医が代診
 　いたします。

土・日・祝日


